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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第92期

中間連結会計期間
第93期

中間連結会計期間
第92期

会計期間
自　2024年４月１日
至　2024年９月30日

自　2025年４月１日
至　2025年９月30日

自　2024年４月１日
至　2025年３月31日

売上高 （百万円） 14,508 14,309 31,667

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △266 18 △1,411

親会社株主に帰属する中間

（当期）純損失（△）
（百万円） △879 △108 △3,563

中間包括利益又は

包括利益
（百万円） 613 △368 △2,776

純資産額 （百万円） 15,317 11,417 11,777

総資産額 （百万円） 55,669 49,235 50,672

１株当たり中間（当期）純損

失（△）
（円） △152.24 △18.71 △616.44

潜在株式調整後１株当たり中

間（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 25.8 21.7 21.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 101 1,293 3,820

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,254 △1,079 △1,890

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 1,233 △222 △2,131

現金及び現金同等物の

中間期末（期末）残高
（百万円） 8,193 7,719 7,837

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり中間（当

期）純損失であるため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

 
売上高

（百万円）

営業利益

又は

営業損失（△）

（百万円）

経常利益

又は

経常損失（△）

（百万円）

親会社株主に帰属

する中間純損失

（△）

（百万円）

１株当たり

中間純損失

（△）

（円）

当中間

連結会計期間
14,309 599 18 △108 △18.71

前中間

連結会計期間
14,508 △267 △266 △879 △152.24

増減率（％） △1.4 － － － －

 

　当中間連結会計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、雇用情勢・所得環境の改善等を背景に、景

気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、物価上昇の継続や米国の通商政策の影響による世界経済の

下振れリスク等、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　当社グループにおきましては、2030年度（2031年３月期）のありたい姿や2024年度（2025年３月期）から2026

年度（2027年３月期）までの３ヶ年を実行期間とする中期経営計画「Vision2026」で掲げたKPIの達成に向け

て、選択と集中を加速させ、さらなる事業ポートフォリオマネジメントの強化を推し進めております。事業ポー

トフォリオマネジメントにおいて成長事業と位置付けている磁石材料及び誘電体材料はさらなる事業拡大を図っ

ております。磁石材料の主な用途は自動車のモータやセンサであり、自動車部品の小型化・軽量化ニーズによる

需要拡大に対応するため、経営資源を投入しております。また、誘電体材料の主な用途は自動車やICT機器等に

搭載される積層セラミックコンデンサであり、さらなる小型化、高容量化が求められております。当社は独自の

微粒子合成技術による150nm以下に特化した製品の開発及び製造を進めていることに加え、お客様に乾燥前の微

粒子をご提供することで、高品質かつ微粒子分散の手間の軽減を実現可能とする分散体を提供することも目指し

ております。再生・転換事業と位置付けている着色材料やトナー用材料は、製品の価格是正活動や原価低減及び

諸経費削減等の合理化活動を推し進めております。次世代事業と位置付けている環境関連材料においては、CO₂

分離回収材料等の環境負荷低減に貢献する新素材の開発を進め、早期事業化を目指し、経営資源を重点的に投入

しております。

　こうした状況のもと、Vision2026の２年目となる当中間連結会計期間の経営成績は、売上高は14,309百万円

（前年同期比1.4％減）、営業利益は599百万円（前年同期は営業損失267百万円）、経常利益は18百万円（前年

同期は経常損失266百万円）、親会社株主に帰属する中間純損失は108百万円（前年同期は親会社株主に帰属する

中間純損失879百万円）となりました。

 

セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

 

売上高 セグメント利益

前中間

連結会計期間

（百万円）

当中間

連結会計期間

（百万円）

増減率

（％）

前中間

連結会計期間

（百万円）

当中間

連結会計期間

（百万円）

増減率

（％）

機能性顔料 3,963 3,999 0.9 437 710 62.2

電子素材 10,806 10,565 △2.2 771 1,285 66.5

消去又は全社 △262 △255 － △1,476 △1,395 －

合計 14,508 14,309 △1.4 △267 599 －

 

(機能性顔料)
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　売上高は前年同期比0.9％増の3,999百万円となりました。セグメント利益は、原価低減及び諸経費削減に加
え、製品の価格是正活動等の効果により前年同期比62.2％増の710百万円となりました。
 
(電子素材)

　誘電体材料の需要は好調に推移し、前年同期に比べ大きく伸長いたしました。一方、磁石材料や軟磁性材料

は自動車市場における新車販売台数の減少や中国における同業他社との競争激化により苦戦いたしました。ま

た、Vision2026にて再生・転換事業と位置付けているハイドロタルサイト事業の協業活動を解消した影響もあ

り、売上高は前年同期比2.2％減の10,565百万円となりました。利益面においては、原価低減及び販管費削減

に加え、解散及び清算することを決定した戸田アドバンストマテリアルズInc.においても費用の減少や在庫の

販売により、前年同期に比べ業績が改善しております。以上のことから、セグメント利益は前年同期比66.5％

増の1,285百万円となりました。

 

　営業外収支においては、着色材料や磁石材料の製造を営んでいる持分法適用関連会社の収益は好調に推移して

いるものの、LIB用材料の製造を営んでいる持分法適用関連会社の収益がEV需要の低迷により減少したことによ

り、持分法による投資損失を計上いたしました。

 

(2）財政状態の状況

 
前連結会計年度末

（百万円）

当中間連結会計期間末

（百万円）

増減額

（百万円）

資産合計 50,672 49,235 △1,437

負債合計 38,894 37,818 △1,076

純資産合計 11,777 11,417 △360

 

　当社グループの当中間連結会計期間末における資産は、有形固定資産が558百万円、投資有価証券が972百万円

増加したものの、受取手形及び売掛金が695百万円、商品及び製品が487百万円、流動資産のその他が456百万

円、関係会社出資金が1,103百万円減少したこと等から、前連結会計年度末に比べ1,437百万円減少いたしまし

た。

　負債においては、支払手形及び買掛金が303百万円、流動負債のその他が778百万円減少したこと等から、前連

結会計年度末に比べ1,076百万円減少いたしました。

　純資産においては、その他有価証券評価差額金が661百万円増加したものの、親会社株主に帰属する中間純損

失108百万円の計上、為替換算調整勘定が865百万円減少したこと等から、前連結会計年度末に比べ360百万円減

少いたしました。

　以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末と変わらず、21.7％となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

 
前中間連結会計期間

（百万円）

当中間連結会計期間

（百万円）

増減額

（百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー 101 1,293 1,192

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,254 △1,079 175

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,233 △222 △1,455

 

　当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、7,719百万円となり、前連結会

計年度末より118百万円減少いたしました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは1,293百万円（前年同期は101百万円）となりました。これは主に、売

上債権の増減額558百万円、棚卸資産の増減額252百万円等による資金の増加が、仕入債務の増減額△244百万

円等による資金の減少を上回ったこと等によります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは△1,079百万円（前年同期は△1,254百万円）となりました。これは主

に、有形固定資産の取得による支出△1,218百万円等による資金の減少が、利息及び配当金の受取額286百万円

等による資金の増加を上回ったこと等によります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは△222百万円（前年同期は1,233百万円）となりました。これは主に、

長期借入金の返済による支出△2,734百万円等による資金の減少が、長期借入れによる収入2,100百万円等によ

る資金の増加を上回ったこと等によります。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変

更はありません。

 

(5）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

　当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、686百万円であります。

　なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,300,000

計 19,300,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2025年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2025年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,099,192 6,099,192
東京証券取引所

スタンダード市場

完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式
単元株式数 100株

計 6,099,192 6,099,192 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2025年11月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2025年４月１日～　　

2025年９月30日
─ 6,099 ─ 7,477 ─ 1,869
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(5)【大株主の状況】

  2025年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

TDK株式会社 東京都中央区日本橋２丁目５-１号 1,260 21.79

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）

東京都港区赤坂１丁目８番１号赤坂イン

ターシティAIR
517 8.96

株式会社広島銀行 広島市中区紙屋町１丁目３-８ 217 3.76

堤　浩二 埼玉県秩父市 200 3.47

秋元　利規 東京都小平市 200 3.46

株式会社日本カストディ銀行(三井

住友信託銀行再信託分・TDK株式会

社退職給付信託口)

 

東京都中央区晴海１丁目８-１２ 199 3.45

UBS　AG　SINGAPORE

AESCHENVORSTADT 1,CH-4002 BASEL

SWITZERLAND(東京都新宿区新宿6丁目27番

30号)

135 2.34

横田　芳紀 埼玉県富士見市 72 1.25

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海１丁目８-１２ 65 1.14

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２丁目１－１ 58 1.00

計 ― 2,926 50.62

（注）　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　517千株

株式会社日本カストディ銀行（三井住友信託銀行再信託分・TDK株式会社退職給付信託口）　199千株

株式会社日本カストディ銀行（信託口）　65千株

 

(6)【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式普通株式 317,900

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,746,700 57,467 同上

単元未満株式 普通株式 34,592 － －

発行済株式総数  6,099,192 － －

総株主の議決権  － 57,467 －

（注）１「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が200株（議決権2個）含まれ

ております。

２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式72株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2025年９月30日現在
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所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）
戸田工業株式会社

広島市南区京橋町１番23号

大樹生命広島駅前ビル
317,900 － 317,900 5.21

計 － 317,900 － 317,900 5.21

（注）　株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が100株（議決権1個）あります。

なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含めております。

 

２【役員の状況】
 

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による期中レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

戸田工業株式会社(E00842)

半期報告書

 9/23



１【中間連結財務諸表】

(1)【中間連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,078 7,946

受取手形及び売掛金 8,295 7,600

商品及び製品 4,130 3,643

仕掛品 2,001 1,929

原材料及び貯蔵品 1,853 2,059

その他 1,469 1,013

貸倒引当金 △21 △20

流動資産合計 25,807 24,173

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,848 1,861

機械装置及び運搬具（純額） 1,636 1,832

土地 5,529 5,527

建設仮勘定 989 1,252

その他（純額） 461 549

有形固定資産合計 10,465 11,023

無形固定資産   

のれん 2,708 2,329

その他 55 193

無形固定資産合計 2,763 2,523

投資その他の資産   

投資有価証券 3,374 4,346

関係会社出資金 7,572 6,469

その他 691 702

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 11,634 11,515

固定資産合計 24,864 25,062

資産合計 50,672 49,235
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,364 3,061

短期借入金 8,428 9,023

１年内返済予定の長期借入金 4,796 4,709

未払法人税等 138 121

賞与引当金 275 226

関係会社整理損失引当金 955 799

その他 2,219 1,441

流動負債合計 20,179 19,382

固定負債   

長期借入金 ※２ 14,540 ※２ 13,992

退職給付に係る負債 2,268 2,306

その他 1,905 2,137

固定負債合計 18,715 18,436

負債合計 38,894 37,818

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,477 7,477

資本剰余金 4,297 4,297

利益剰余金 △3,988 △4,096

自己株式 △1,428 △1,428

株主資本合計 6,357 6,249

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,475 2,136

為替換算調整勘定 2,785 1,920

退職給付に係る調整累計額 394 372

その他の包括利益累計額合計 4,655 4,429

新株予約権 114 121

非支配株主持分 650 616

純資産合計 11,777 11,417

負債純資産合計 50,672 49,235
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(2)【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 14,508 14,309

売上原価 11,540 10,759

売上総利益 2,967 3,550

販売費及び一般管理費   

従業員給料 697 632

賞与引当金繰入額 95 93

退職給付費用 60 50

研究開発費 761 686

その他 1,619 1,487

販売費及び一般管理費合計 3,234 2,950

営業利益又は営業損失（△） △267 599

営業外収益   

受取利息 41 26

受取配当金 38 39

持分法による投資利益 187 －

為替差益 － 111

その他 68 91

営業外収益合計 336 269

営業外費用   

支払利息 229 212

為替差損 86 －

持分法による投資損失 － 628

その他 19 8

営業外費用合計 335 850

経常利益又は経常損失（△） △266 18

特別利益   

固定資産処分益 3 0

保険解約返戻金 － 3

受取補償金 33 －

特別利益合計 36 3

特別損失   

固定資産処分損 4 4

環境対策引当金繰入額 － 3

減損損失 309 －

その他 － 0

特別損失合計 313 9

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損

失（△）
△544 13

法人税、住民税及び事業税 208 230

法人税等調整額 101 △116

法人税等合計 309 114

中間純損失（△） △854 △100

非支配株主に帰属する中間純利益 25 7

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △879 △108
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

中間純損失（△） △854 △100

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 315 660

為替換算調整勘定 884 △664

退職給付に係る調整額 △60 △21

持分法適用会社に対する持分相当額 328 △242

その他の包括利益合計 1,467 △267

中間包括利益 613 △368

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 518 △333

非支配株主に係る中間包括利益 94 △34
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(3)【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純

損失（△）
△544 13

減価償却費 239 248

減損損失 309 －

のれん償却額 332 198

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） － △263

各種引当金の増減額（△は減少） △69 △49

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △32 34

受取利息及び受取配当金 △79 △66

支払利息 229 212

為替差損益（△は益） 51 △122

持分法による投資損益（△は益） △187 628

固定資産処分損益（△は益） 0 4

売上債権の増減額（△は増加） 853 558

棚卸資産の増減額（△は増加） 449 252

仕入債務の増減額（△は減少） △372 △244

その他 △845 137

小計 336 1,543

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △235 △249

営業活動によるキャッシュ・フロー 101 1,293

投資活動によるキャッシュ・フロー   

利息及び配当金の受取額 428 286

有形固定資産の取得による支出 △1,759 △1,218

有形固定資産の売却による収入 3 0

無形固定資産の取得による支出 △9 △140

定期預金の純増減額（△は増加） － △2

貸付金の回収による収入 0 0

その他 81 △5

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,254 △1,079

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △24 644

長期借入れによる収入 4,320 2,100

長期借入金の返済による支出 △2,653 △2,734

利息の支払額 △172 △199

自己株式の売却による収入 9 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△220 －

その他 △24 △32

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,233 △222

現金及び現金同等物に係る換算差額 169 △110

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 249 △118

現金及び現金同等物の期首残高 7,943 7,837

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１ 8,193 ※１ 7,719
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【注記事項】

（中間連結貸借対照表関係）

１　保証債務

　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（2025年３月31日）

当中間連結会計期間
（2025年９月30日）

BASF戸田バッテリーマテリ

アルズ合同会社
8,228百万円

BASF戸田バッテリーマテリ

アルズ合同会社
8,228百万円

㈱セントラル・バッテ

リー・マテリアルズ
218

㈱セントラル・バッテ

リー・マテリアルズ
214

計 8,446 計 8,442

 

※２　財務制限条項

　当社は、江門協立磁業高科技有限公司の持分に対する取得資金に充当するため、株式会社広島銀行をアレン

ジャーとして2021年7月7日にシンジケートローン契約を締結しております。

 
前連結会計年度

(2025年３月31日)

当中間連結会計期間

(2025年９月30日)

借入実行残高 2,797百万円 2,396百万円

　なお、本契約には次の財務制限条項が付されております。

１　以下のいずれかの条項に抵触した場合、契約上すべての債務について期限の利益を喪失する可能性があり

ます。

（１）2022年３月期以降、各連結会計年度の決算期末日における連結貸借対照表において、純資産の部の金額

を前年同期比75％以上に維持。

（２）2022年３月期以降、各連結会計年度の決算期における連結損益計算書に示される経常損益を２期連続し

て損失としない。

 

２　以下の条項に抵触した場合、当社の不動産に対する担保設定に応じる必要があります。

　2022年12月期以降、各事業年度の決算期における江門協立磁業高科技有限公司の損益計算書に示される経常

損益を２期連続して損失としない。
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（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
 至 2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2025年４月１日
 至 2025年９月30日）

現金及び預金 8,437百万円 7,946百万円

預入期間３か月超の定期預金 △244 △227

現金及び現金同等物 8,193百万円 7,719百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１　配当金支払額
　該当事項はありません。
 
２　基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる
もの
　該当事項はありません。
 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１　配当金支払額
　該当事項はありません。
 
２　基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる
もの
　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書
計上額
（注）２ 機能性顔料 電子素材

売上高      

外部顧客への売上高 3,955 10,552 14,508 - 14,508

セグメント間の内部

売上高又は振替高
8 253 262 △262 -

計 3,963 10,806 14,770 △262 14,508

セグメント利益

又は損失（△）
437 771 1,209 △1,476 △267

（注）１ セグメント利益又は損失の調整額△1,476百万円には、各報告セグメントに配分していない全社

費用△1,476百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

２ セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に関する重要な減損損失）

　「機能性顔料」「電子素材」及び各報告セグメントに帰属しない全社資産において、固定資産の減損損

失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当中間連結会計期間においては「機能性顔料」

で182百万円、「電子素材」で38百万円、各報告セグメントに帰属しない全社資産で88百万円であります。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書
計上額
（注）２ 機能性顔料 電子素材

売上高      

外部顧客への売上高 3,987 10,321 14,309 - 14,309

セグメント間の内部

売上高又は振替高
12 243 255 △255 -

計 3,999 10,565 14,565 △255 14,309

セグメント利益 710 1,285 1,995 △1,395 599

（注）１ セグメント利益の調整額△1,395百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

1,395百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に関する重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

　　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

（単位：百万円）
 

 
報告セグメント

合計
機能性顔料 電子素材

一時点で移転される財 3,953 10,460 14,414

一定の期間にわたり移転されるサービス 1 62 63

顧客との契約から生じる収益 3,955 10,522 14,478

その他の収益 － 30 30

外部顧客への売上高 3,955 10,552 14,508

（注）１．一定の期間にわたり移転されるサービスは、主に、製造請負・派遣による収益であります。

２．その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく不動産賃貸収入等

であります。

 

　　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

（単位：百万円）
 

 
報告セグメント

合計
機能性顔料 電子素材

一時点で移転される財 3,985 10,216 14,201

一定の期間にわたり移転されるサービス 2 69 72

顧客との契約から生じる収益 3,987 10,286 14,273

その他の収益 － 35 35

外部顧客への売上高 3,987 10,321 14,309

（注）１．一定の期間にわたり移転されるサービスは、主に、製造請負・派遣による収益であります。

２．その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく不動産賃貸収入等

であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
至　2025年９月30日)

１株当たり中間純損失（△） △152円24銭 △18円71銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純損失（△）
（百万円）

△879 △108

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中
間純損失（△）（百万円）

△879 △108

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,778 5,781

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり中間純利益の算定に含めなかった
潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変
動があったものの概要

2024年６月26日開催の取締役会決
議による第11回新株予約権
新株予約権の数　　1,401個
（普通株式　　　　14,010株）

－
 

（注）潜在株式は存在するものの１株当たり中間純損失であるため記載しておりません。
 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2025年11月14日

戸田工業株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

広島事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 杉崎　友泰

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 佐藤　洋介

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている戸田工業株式会

社の2025年４月１日から2026年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月30日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、戸田工業株式会社及び連結子会社の2025年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付け

る。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務
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諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中

レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき

なくなる可能性がある。

・中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成

及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

（注）１　上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。
２　XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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